
ギK鍬 仏衡における凛上触繹H亀後にクいて

Ъヒ′R 燿・J(島征夫。ラ者米 免(旅り〔嗜ヨ
"引

た場多ヒメがこえノる)

1.は じめlモ 薇曽慈だえにおけろ本社迫t,取ス衡のイ受イを13っ、、て lまlq査報告が少/J― く
,

不明/J―ご、が多、)。 孝Zラ |」 お卜孝キ羊ヶ■質窮醐ミ内の木卜迫切月女λム面(殊晨 3.J従 ,々負斜42友 ,
笏4絶のXκ □雑したJL層 ′束向き)に 固た7・ ロットと殻 |ナ 、工たが1の 後全上そこス
0れユニの地湿ι剰セした。その経果、裸地区の夜償の長矢奪口|き 頼雪期前後の京上局螢
角手で
｀
あクFが ,セ解疑区びlさ 晟色

"ヒ
湿ダ下がりにくく、かってめ変スしが″ヽさく、こなが

|つ の原日となフこネ上蔵解による4122ムをグ//‐ なが,た 。
2.響
"歿

方法 工絶 は ,草 本 区 (K3衝′K31F,CRF′える ),裸 セ 区′木本2(5/29シ ラ
カ>バ・指雑 ′ 10/9平 γり樹 衝 ||、 7c¨ ′473為/続2),も しぅ伏せ区の4区

`し
(各 区乙ご長

さ 3猟 ′悟 ′、5乞 )、 弦λ の_L″ク女け箱 で
｀
イ142上 考ク■申村夢ししん。頻|え期間 |さ 瞼斜 昇 与イタヽ

ら霊与4/JOま でであろ。まと猛Iな晨准俎友計ttt Eの 琺面ヤ都表ニヤ(セ下lcに)に設置
し,10月 下旬 ″` う12月 中旬まτ l～ 数 曰お士にメ|た しF.
う。結果と%崇 午胴夜貧番は(図 -1),澪地区≫木本区>心 じうゲ七ら >学本区ぞキ
セ薇1多 ょフ乙侵食 tょ く抑制した。これた後盆暑□P11■ かると、深セ区で

｀
庫凛上祓解

∂5%,降由12%,乾燎船落3/で あった。 19斜坪慮峰商子/7Yク /」 く,痺爾侯盆ハウ1合
,ヽ 1`1、 さり`ク多が、19'3年 の仔采ぞご、そ久ぞね53ん ,37%ノ 5/で あ`った。このよウ
にふ期間薇ウのみらスる北オでざ,頼雪期前後の凍上融解 |ま 降南以上 |■ 大きな晨食撃
日と考ぇ)れ る。しかし、地薇3区 で`は凛上祓解イそ合の占め,曽|夕 1せ 23～ 37%と ホ

=
く、よくこの瑕at防 I、 ひぃに。〃御タニの長准セ狙促イι(図 -2)で は`、高11・ llに
尊本区>木本B>ふ しう伏せ区>裸地区>久」aて

゛
(た
「
と、降詢ぐ媛久のλ、し た日

t除 く)。 地薇
`,特

|ニ イ水, 木かの地雑2区 は浮だ
`|二

対し3～ 4し ご晟仏,とえグ

輛く、まLそ の交イιZJ、 ご夕`っれ。そのため、凛工静解は嘲静セ屋び 10月 下旬ウ` ら、地
薇 2`で 1よ |1月 中旬りヽシ認めシ人だ。植ネたのガユェ臓婚ィ乳イた紡正機冶ヒは、o ttttイ色下
さしない,② 絞柔 lι よるネ上紡工 ,O地上部の上タケ静省

",ぢ

上バ/ん )れ るが 、ミこご
は①の効果

`人
まいこと′牧ュれた。また|1月 申つス清ネニ

辞鳩グ離′工してど,② ,① の効果Cκレ負子はわめて′ンなが
っアニ。

。 凍上 融解

=革=某
奈臣

一一 ―む しろ伏せ 区 根 雪

ト…`¨ ~裸 地 区~気
温

■キギ[t
ン貧 ミ`了|

oo o ooooooo^

ロー ′

各区 (ち ょIr)の 年Ll侵 会量

`::`,音

:ゲ
か興

年

間

侵

食

量

（
腱

乾

士

重

）

本

区

伏

せ

区

０

し

ろ

未

本
区

保

地
区

図 -2
各 区 7_l地 下 /Cmの 地 温変 化 (気 温 とは地上 /,θ m(D最 低 気 温

-14-

最

低

地

温




